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国際コンテナ戦略港湾 阪神港の目指すべき姿と戦略国際コンテナ戦略港湾 阪神港の目指すべき姿と戦略

国際コンテナ戦略港湾の取り組み国際コンテナ戦略港湾の取り組み
国際コンテナ戦略港湾の目標

日本のコンテナ港湾のさらなる選択と集中

平成22年8月6日 神戸港と大阪港が「阪神港 として

北米航路

国際コンテナ戦略港湾の目標

平成22年8月6日 神戸港と大阪港が「阪神港」として
国際コンテナ戦略港湾に選定された 京浜釜山 阪神

内航フィーダー
北米航路

西日本各地からの国内コンテナ貨物の阪神港への集約

欧州航路 欧州航路

香港

高雄

北米航路

① 西日本の産業と国際物流を支えるゲートポートとして 機能拡大（基幹航路の維持・拡大）

目指すべき姿目指すべき姿

高雄

① 西日本の産業と国際物流を支えるゲ トポ トとして、機能拡大（基幹航路の維持・拡大）
② 釜山港等東アジア主要港湾と対峙できる港湾サービスを確保し、国内ハブ機能再構築
③ 基幹航路の拡大に向けた取扱貨物量を確保、東アジアの国際ハブポートとして機能

2008年実績 2011年実績 2015年 2020年

外貿 ンテナ貨物取扱量 400万TEU 427万TEU 490490万万TEUTEU 590590万万TEUTEU

目標外貿コンテナ取扱貨物量目標外貿コンテナ取扱貨物量

外貿コンテナ貨物取扱量 400万TEU 427万TEU 490490万万TEUTEU 590590万万TEUTEU
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港湾運営会社の概要

１ 港湾法の改正(平成23年3月)

港湾整備における選択と集中と、民の視点により港湾運営の一層の効率化を図り、我が国港湾の国際競争力を強化

２ 港湾運営会社制度の創設

１ 港湾法の改正(平成23年3月)

国際戦略港湾等において、港湾運営会社を指定。
ただし4年間の特例として、埠頭群を区分し、特例港湾運営会社を指定

【業務】

港湾運営会社制度 創設

【業務】
・運営計画に基づき、埠頭群の運営業務を担う(コンテナ等)

【港湾運営会社指定のメリット】
・無利子貸付金制度の創設（無利子貸付比率 ６割→８割）
・固都税の1/2減免
行政財産の直接貸付・行政財産の直接貸付

平成24年10月17日に、全国で初めて神戸港埠頭株式会社及び大阪港埠頭株式会社が、国土交通大臣から特例港湾運営会社

3 特例港湾運営会社の指定

として指定された

指定までの経緯
平成22年 8月 6日 国際コンテナ戦略港湾として選定
平成23年 3月31日 港湾法改正（港湾運営会社制度の創設等）

成 年 特例港湾 営会社指定申請平成24年 8月28日 特例港湾運営会社指定申請
平成24年10月17日 特例港湾運営会社として指定

神戸港埠頭株式会社 大阪港埠頭株式会社

所在地 神戸市中央区浜辺通５丁目１番１４号 大阪市住之江区南港北２丁目１番１０号

特例港湾運営会社の概要

3
10月17日 国土交通大臣から特例港湾運営会社

への指定書の交付式

資本金 １９０億１，５００万円 １６０億３，５００万円

設立日 平成２２年１０月５日 平成２２年１０月１５日

代表者
代表取締役社長　犬伏 泰夫

（神戸製鋼所相談役、前神戸製鋼所社長）

代表取締役社長　川端 芳文

（前野村證券顧問）



神 港神 港 大阪港大阪港

国際コンテナ戦略港湾「阪神港」 （特例港湾運営会社が運営を行う範囲）

六甲アイランド

神戸港神戸港

夢洲地区

大阪港大阪港

フェリー埠頭
（RF1～3）

コンテナ埠頭
(RC4～7,RWB)

フィーダーバース
(RS B C)

フェリー埠頭
（RF1～3）

コンテナ埠頭
(RC4～7,RWB)

フィーダーバース
(RS B C)

ポートアイランド2期

夢洲地区

コンテナ埠頭
(PC13～PC18 PI-I･J
コンテナ埠頭
(PC13～PC18 PI-I･J

(RS-B,C)(RS-B,C)

コンテナ埠頭
(C10～12)
コンテナ埠頭
(C10～12)

六甲アイランド地区 夢洲地区

南港地区(PC13～PC18,PI I J,
フィーダーバース
(PI-L)
共同デポ

(PC13～PC18,PI I J,
フィーダーバース
(PI-L)
共同デポ コンテナ埠頭

(C1～4,8,9, KF1,2）
コンテナ埠頭
(C1～4,8,9, KF1,2）

ポートアイランド地区

南港地区

フ リ 埠頭(R2 5)フ リ 埠頭(R2 5)フェリー埠頭(R2～5)
フェリー埠頭(F7,8)フェリー埠頭(F3～5)
フェリー埠頭(R2～5)
フェリー埠頭(F7,8)フェリー埠頭(F3～5)

＜神戸港埠頭株式会社（旧神戸港埠頭公社）＞ ＜大阪港埠頭株式会社（旧大阪港埠頭公社） ＞

※改正前港湾法第５５条に基づく貸付契約がある埠頭等については対象外

＜神戸港埠頭株式会社（旧神戸港埠頭公社）＞

平成２３年 ４月 １日 埠頭公社を株式会社化

平成２４年１０月１７日 特例港湾運営会社に指定

＜大阪港埠頭株式会社（旧大阪港埠頭公社） ＞

平成２３年 ４月 １日 埠頭公社を株式会社化

平成２４年１０月１７日 特例港湾運営会社に指定

平成２７年の経営統合を目指す
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阪神港の一体運営、港湾施設の効率的な運営体制

経営体制の効率化経営体制の効率化

人員 組織体制 リ 化

公設民営化の推進公設民営化の推進

経営統合の効果 国

投資の効率化投資の効率化

○人員・組織体制のスリム化

○柔軟かつ機動力ある組織体制 など

財政支援・税制優遇財政支援・税制優遇○阪神港全体とした投資の優先順位化

低廉な貸付料の設定低廉な貸付料の設定

○阪神港への重点投資

○補助制度の創設

○税制優遇等
集荷施策の強化集荷施策の強化

財政支援 税制優遇財政支援 税制優遇○阪神港全体とした投資の優先順位化

○仕様の共通化で部材の共同調達による

調達コストの低減

○税制優遇等
○それぞれの強みを活かしたポート

セールス活動の展開

阪神港の一体運営・機能強化

国際競争力を持つターミナルの実現
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神戸港神戸港における集荷施策における集荷施策神戸港神戸港における集荷施策における集荷施策

区 分 事業名 事業内容

内航 ダ 利 釜山港等東 ジ 主要港に流 本諸港 海外ト

瀬戸内・九

内航フィーダー利
用促進事業
（神戸市）

釜山港等東アジア主要港に流れている西日本諸港の海外トラン
シップ貨物を神戸港に集約するため事業者からの企画提案に対す
る補助

神 港 貨

神戸港を経由するコンテナ貨物で，
①フェリーによるコンテナ貨物輸送事業瀬戸内 九

州など西日
本からの集
荷策

神戸港コンテナ貨
物集荷促進事業
（神戸市）

①フェリ によるコンテナ貨物輸送事業
②鉄道によるコンテナ貨物輸送事業
③陸上距離短縮事業
④コンテナラウンドユース事業に対する補助（新規，転換，増

加貨物）

インランドポート
事業化に向けた取
組み
（阪神港）

インランドポートの実現に向けた滋賀県野洲市内での実証実験
（期間 平成24年10月～平成25年9月（予定））

国際トラン トランシップ貨物国際トラン
シップ集荷
策

トランシップ貨物
誘致事業（神戸
市）

神戸港でトランシップする外貿コンテナのうち，新規及び増加貨
物に対する補助

ソウル首都 ソウル首都圏貨物

①仁川港－神戸港間の定期コンテナ航路の入港料相当額を補助

②仁川港－神戸港間の定期コンテナ航路を利用する増加貨物に対ソウル首都
圏からの集
荷策

ソウル首都圏貨物
誘致事業（神戸
市）

②仁川港 神戸港間 定期 航路 利用す 増加貨物 対

する補助

③仁川港－神戸港間の航路を利用し，神戸港においてトランシッ

プする貨物に対する補助

中国近海新規航路

7

中国近海か
らの集荷策

中国近海新規航路
誘致事業（神戸
市）

東南アジア－神戸港間の新規航路に対し，神戸港における取扱貨
物に対する補助



インランドポート実証実験

【現状】

・内陸部からの集荷を促進する施策として、阪神港へのコンテナ貨物の陸上輸送コスト削減を目指すインランドポート実証実
験を平成24年10月から開始。

・結果の検証、改善策を講じながら、本格事業実施への移行を目指す。

【実証実験】【現状】 【実証実験】

阪神インランド
コンテナデポ（滋賀）

荷主
輸

荷主荷主
(輸出)

返却

コンテナデポ（滋賀）

荷主
(輸入) (輸入)

荷主
(輸出)

阪神港

(輸出)

阪神港
ピックアップ

輸出入荷主間の空コンテナの融通
等を行うコンテナ蔵置場

(輸入)

実入りコンテナ実入りコンテナ

・空コンテナの輸送距離 大
→物流コスト 大、環境負荷 大

・空コンテナの輸送距離 小
→物流コスト 削減、環境負荷 減少

空コンテナ空コンテナ

実験期間 平成24年10月～平成25年9月（予定）

実証実験の概要

・トレーラーが阪神港に流入 →渋滞の発生 ・トレーラーの出入回数 減 →渋滞の解消

設置場所 滋賀県野洲市内

施設規模 約5,000㎡（当初 約3,000㎡）
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